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一着

喜
一
討

球

改
三
創
場
の
窪
督
女
如
旬

今
う
日
本
の
日
均
冷
不
完
全
在
分
之
を
改
星
を
る
に
よ
総
べ
て

宙
澤
劇
鵜
の
形
に
親
ゑ
録
竪
の
天
丼
を
高
く
し
て
飾
附
斎
道
兵

の
よ
げ
下
げ
を
便
に
し
競
客
癖
の
問
販
れ
を
強
め
ス
共
席
の
担

裁
を
整
へ
て
驚
々
に
格
子
躍
掛
を
備

へ
府
け
舞
撃

の
寄
景
を
活

動
せ
し
り
た
が
容
り
光
線
の
出
入
Ｙ
自
在
工
す
る
等
の
工
嵐
苦

ざ
大
切
な
ろ
が
枚
に
新
に
磁
Ｅ
朗
増
宮
駐
を
創
立
し
て
百
洋
風

の
新
劇
轄
を
建
鉦
せ
き
る
可
ち
ナ
と
い
昨
年
末
写
者
及
喋
々
せ

し
所
ュ
し
て
笹
人
も
容
め
に
共
お
Ｙ
動
か
し
東
京
の
齢
研
通
中

は
普
時
東
京
敗
長
航
倒
宮
駐
よ
う
ヽ
の
を
創
立
す
る
こ
に
決
し

共
規
劇
定
数
誓
の
類
ヽ
厳
に
世
に
公
に
よ
う
た
る
程
に
０
て
紳

首
垂
中
目
よ
う
資
本
に
違
支
え
あ
る
可
お
客
在
て
現
し
イ
共
題

の
保
題
さ
へ
わ
る
可
し
と
の
時
も
あ
逢
に
今
ま
只
だ
共
廷
報
に

密
手
す
る
と
か
う
の
手
欄
に
逮
し
さ
る
に
然
ち
に
科
パ
算
着
手

の
沙
法
こ
な
く
世
八
ヤ
し
て
■
の
改
正
張
田
骨
碓
段
立
の
摂
Ｌ

既
政

一
時
躍
少
文
茶
奏
在
古
ふ
工
非
す
や
と
を
で
に
疑
氏
し
Ｕ

５
ｋ
軍
，
さ
る
ハ
求
輩
も
霜
に
不
審
Ｙ
お
く
所
４
う
豊
し
我
ロ

本
国
の
充
明
女
無
形
精
抑
輸
の
部
分
に
た
そ
共
整
歩
特
ユ
述
通

に
し
て
刑
藍
工
象
客
有
形
寅
物
の
霞
理
い
を
れ
に
件
ム
と
崩
虫

き
る
の
ほ
う
う
事
の
質
際
を
碗
秦
す
る
に
砧
骨
ｋ
諸
事
再
ぬ
憲

労
づ
到
少
て
力
通
工
足
ら
ヤ
世
間
毎
駁
の
改
こ
貸
も
あ
ま
れ

一

岸
の
想
像
雷
た
る
に
的
す
る
も
の
比
々
ｔ
し
て
増
総
る
”
苅
真

報
に
是
非
も
な
倉
茨
傷
に
し
て
国
用
多
消
宮
員
共
■
節
合
Ｙ
言

と
す
可
合
今
の
特
断
に
鷹
し
て
ま
終
ネ
て
質
素
を
付
ん
で
漫
に

文
明
滋
の
想
像
書
を
質
帝
せ
た
と
す
な
ふ
せ
の
迂
調
ホ
′
こ
霧

霞
の
毎
度
お
饉
す
る
所
ホ
れ
を
も
注
れ
ぼ
ヒ
て
浮
性
の
☆
廉
に

松
外
見
ヽ
あ
，
外
聞
も
あ
う
て
事
柄
よ
ら
，
て
■
世
関
質
莱
ｋ

笙
窮
中
に
も
氏
滝
携
断
の
趣
Ｙ
存
せ
き
る
可
ら
き
る
の
場
合
み

合
に
非
十
ｎ
増
強
真
の
知
文
町
と
共

一
部
分
に
し
て
戒
翌
政
顧

の
撲
飾
と
し
て
今
日
正
慎
共
必
要
を
庫
せ
き
る
を
得
き
る
ふ
う

抑
も
近
本
外
変
の
ま
す
′
ヽ
蜜
多
に
よ
て
日
本
の
名
の
水
策
に

世
界
に
展
安
ら
に
騒
ひ
西
洋
囲
人
の
口
本
に
芥
遊
す
る
も
及
次

第
ノ
ヽ
に
よ
数
を
岩
し
此
人
々
広
軌
れ
も
東
京
横
衣
を
以
て
在

留
中
の
本
猥
と
お
す
を
常
と
す
れ
ど
も
東
京
と
云
ひ
績
激
ｔ
云

ひ
既
ユ
鵜
風
景
の
土
地
柄
に
し
て
風
満
装
飾
彼
の
人
力
の
眼
を

悦
ば
す
も
の
と
て
虫
な
く
な
の
国
の
や
ん
と
と
な
ど
方
々
み
ど

の
家
囲
ち
ろ
ヽ
宙
，
て
女
恐
内
将
見
、
相
済
み
た
る
建
ぁ
て
扱

て
別
止
静
引
の
お
所
ヽ
な
け
れ
ば
手
持
窯
沙
法
の
後
う
先
づ
之

を
封
場
ひ
さ

へ
招
待
え
て
日
本
績
劇
の
一
寛
ヤ
演
女
す
ま
自
う

ぶ
奏
際
接
倫
り
順
序
あ
る
べ
じ
此
時
に
富
，
て
法
招
く
ヽ
の
も

招
か
る
ヽ
も
の
も
劇
壌
Ｙ
以
て
囲
中

一
騰
の
牡
観
ｔ
鬼
依
じ
央

見
彼
さ
ろ
ヽ
こ
必
然
あ
る
に
共
牡
親
の
思
ひ
の
外
ａ
牡
麗
な
ら

ナ
し
て
共
親
採
埼
梅
の
不
完
登
歩
ろ
西
洋
圃
八
注
限
に
映
し
て

殆
ん
て

】
種
の
実
柄
と
お
す
ん
と
と
を

お
求
々
の
不
備
快
に
毒

（
き
る
所
ふ
う
現
に
数
，
前
の
事
ホ
う
裁
る
海
外
の
貴
客
が
新

富
座
均
績
劇
セ
見
物
を
る
条
折
、

幡
行

一
同
東
複
数
に
邸
工
分

た
う
０
が
機
数
の
天
丼
低
魯
ゲ
容
生
路
行
員
中
丈
け
高
第
も
の

成
立
ち
わ
ゲ
少
の
濡
順
部
を
打
し
て
と
も
窮
屈
ふ
る
機
子
あ
う

譲

ｎ
主
間
の
観
毎
，１
難
然
洋
生
の
共
中
に
煎
飯
前
暖
不
捜
裁
極

す
る
共
有
様
を
鑑
見
し
て
奇
異
の
こ
ひ
を
浴
じ
居
た
る
様
子
を

現
ム
て
我
れ
知
ら
ナ
お
汗
背
″
お
し
さ
今
せ
て
共
時
剣
場
に
居

合
せ
た
る
人
の
物
踏
あ
３
絡
え
て
外
閣
営
遊
虹
す
る
者
女
久
し

く
共
と
に
留
！
か
て
風
俗
智
横
の
表
裏
名
寅
を
岩
破
す
る
の
曜

な
く

↓
時
眼
中
に
は
し
た
る
共
現
象
の
み
を
以
て
推
し
て
攻
他

を
聴
断
す
あ
の
弊
を
兄
か
れ
き
る
が
改
に
墳
細
の
事
打
い
て
、

亀
日
な
の
回
の
泄
宮
の
締
例
と
お
う
て
王
石
丑
汚

一
続
に
画
の

文
野
ヤ
例
定
す
る
の
権
準
亡
分
る
と
み
ゑ
と
云
ム
可
か
ら
す
な

虫
云
へ
外
圏
ハ
リ
手
前
″
輝
リ
モ
園
々
の
高
守
斎
鴻
を
町
う

な

て
襲
て
共
景
相
を
夜
ム
て
彼
の
眼
中
に
幻
影
を
峡
せ
之
め
た
と

す
る
政
入
力
の
及
ぼ
き
と
所
に
し
て
家
妥
の
斑
て
お
盟
す
る
所

に
非
ナ
と
蛾
せ
も
劇
鵜
の
苅
登
よ
外
囲
人
観
見
の
策
に
営
少
且

り
共
団
文
文
化
ど
卜
を
う
の

一
海
と
分
る
可
た
も
の
あ
れ
Ｆ
今

の
時
に
宮
め
て
ヒ
夏
劇
努
創
立
の
事
に
お
あ
る
勢
西
鶴
成
中
頃

に
し
て
晴
幡
す
る
こ
を
容
さ
す
難
う
に
工
事
に
着
手
え
て
今
の

口
な
の
文
化
に
相
管
す
る
よ
，
の
問
務
を
建
立
す
る
と
載
々
ｐ

お
庭
す
る
所
歩
少官

０

銀

任
及
鮮

今
　
切
管

平
年
ｔ
ぬ
七
日

題
大
粛
位
ｍ
☆
寄
そ
大
翌
茅

．
ク
，

ァ
ク
ゃ
す
ン
ド
ル
、
ミ
ハ
イ
，
，
算
チ
霞
下

まま
一専層舞短日緯一弥韓
田曇持医奇”親坤巧転『貯難布章イつ導シ

打
蔚
口
喜
口
舜
絶
日
唯
範
峰

周
室
市
港
下
，

非
一諄
″
那
他

ロヽ
ア
プ
，
タ
ラ
，
ス

打
力
日
守
町
工
旭
日
晦
輸
鞠

四
亀
帝
低
下

″
荘
新
″
導
ん
ドヽ
ヽ
シ
ヤ
ア
テ
レ
ン

打

一
匹
土
木
匿
や
事
へ
増
現
ア
命
ス
　
　
内
行
雷
士
木
，
資
　
　
丙
■
一　
袴
三

府
町
Ｌ
（
】
虫
ブ
命
ス
　
　
　
　
　
　
　
内
務
イ
的
４
，
巨
　
　
傷
非
　
　
殉

０

大
撃

院
規

程

佐
癒
創
定
　
需
国
★
事
に
Ｆ
て
は
今
回
と
の
如
く
夫
こ
塊

Ｈ
桜
、

よ
務
院
入
峯
材
確
え
大
早
院
卑
〓
え
ヽ
大
字
々
を
大
卒
″
堂
々
確
宵
的
研
舞

抜
行

々
を
ま
改
正
↓
理
行

者
蛇
獲
ホ
創
定
せ
，

大
串
院
汽
程

密すね
艦
数
〓整
雄
緋
麟
政無
離糖
熱
縫
辞
頬
法

分
や
大
年
Ｓ
束
生
に
■
斉
る
者
臣
持
に
置
げ
た
る
Ｈ
臨
に
は
，
来
ユ
カ
を
む
定
す

”
二
　
所
田
大
揮
】
曇
は
大
専
旅
写
二
の
考
え
せ
ん
と
す
る
Ｓ
持
０
ま
者
ケ
吊
大
０

長
ｒ
結
痢
じ
破
榎
の
中
よ
り
其
塙
守
音
距
賛
Ｔ

Ａ
書
ぞ
を
指
定
↓
事
生
は
栞
Ｓ
，

に
従
ひ
考
角
の
毎
ほ
た
す
ヤ
あ
も
の
ど
！

“
一【一　
★
れ
院
写
室
圧
享
行
者
‘
は
弦
０
奏
舞
つ
畳
わ
え
写
の
靭
め
こ
百
年
間
分
Ｆ

大
４
に
た
て
研
究
竺
た
る
子
革
す

軍
口
　
去
卑
佐
星
士
の
み
位
拭
嘘
は
大
串
院
ス
暉
伐
工
面
年
の
後
青
目
水
尋
閣
長
年

０
王
　
大
客
院
早
生
馬
じ
て
共
考
質
翻
嘱
内
に
た
て
鳥
行
不
Ｘ
Ｏ
窯
昭
８
着
く
は
浜

ヵ
に
そ
り
成
式
の
Ｆ
的
チ
■
ヽ
の
は
そ
ｔ
際
イ
■

弱
六
　

六
は
院
■
生
成
幌
舞
科
を
行
岐
せ
す

０
み
ヽ
大
印
に
於
て
所
打
生
た
る
の
問
臣
所
貿
舟
規
程
に
歓
り
摂
豪
コ
を
確
転

大
印
快
八
み
班
モ

ぉ

一
　

チ
十
六
牢
本
支
生
に
レ
て
大
み
氏
に
入
～
ん
だ
軟
す
る
き
は
卒
気
の
提
寓

一

域
事
式
の
コ
☆
章
Ｘ
４
■
大
外
長
を
鮮
て
韓
日
末
写
角
ユ
に
出
す

へ
じ

軍
ニ
　
タ
科
大
料
の
手
ヽ
生
に
あ
う
す
↓

て
大
泰
院
に
入
～
ん
と
化
ｆ
る
者
い
第
二

城
，
式
の
取
げ
た
押
そ
海
膝
す

（た
い
三
項
に
組
く
る
卒
案
記
害
ぁ
る
者
は
実
霞

☆
」
≡
准

（
妊
年
三
万
三
十

一
“
ｉ
て
に
帝
国
大
學
葛
長
に
Ｗ
イ

〈
ラ

分
一一一　
Ｆ
預
の
志
「
村
―■
火
牲
境
乳
把
に
敏
り
掌
力
坊
定
の
試
出
を
受
け
ユ

つ
菖
守

中
事
枚
な
く
は
′
部
大
に
に
凍
て
た
，
同
苺
の
雰
科
取
程
章
晏
府
す
る
と
公
落
↓

た
岳
卒
減
の
本
掌
規
ど
ｔ
夏
軍
し
た
る
者
に
あ
Ｓ
Ｉ
れ
は
麗
に
歓
備
母
高
湖
士
資

毎
四
　
“
】一源
の
意
駈
☆
肛
父
寝
料
全
三
十
四
士
☆
部
官
を
■
局
帝
題
★
４
Ｕ
鎮
お

に
ヽ
心

（
じ

は
イ
じ
ま
―イーー
騒
十
の
前
に
Ａ
て
自
己
の
都
合
に
岳
，
入
争
口
の
取
沿
ｒ
営
ふ
こ

ど
ろ
Ｓ
ど
ぞ
‐■
共
交
残
料
≡
本
■
，

窮
五
　
氏
事
予
打
ｒ
得
た
こ
者
〓
子
式
士
行
ひ
大
４
院
ヨ
峰
第
に
記
者
す

Ａ
じ

射

一
章
普
式

入
４
頂
こ

妥
働
大
事
院

へ
入
容
ユ
鼻
科
英
軍
済
考

確
励

志
願
ｒ
付
入
算
御
軒
可
普
本
臨
撰
は

骨

ポ

車
署

磯

華

熊
瑠

酢

入
事
頼
〓

某
日
★
４
幌
（
入
つ
非
堪
■
米
荘
項
キ
質
の
席
町
に
竹
刑
懸
車
業
″
座
苺

〈た
卒

茶
騒
客
あ
る
オ
革
立
予
母
）判
添
入
存
御
肝
町
を
景
ｍ
偉
‘

予
所

年
　
月
　
，

帝
四
大
夕
掲
象
何
一
嘩
中

Ａ
沖
晩
第
難
球

れ
』
一
Ｆ
抑
」

オ
■
大
■
研
万
Ｌ
学
生
々
れ
み
佐
オ
文
舷
予
規
花

昴

一
　

字
ｆｌ
大
卑
Ｉ
克
生
早
生
々
え
，
脩
打
完
の
，
め
転
予
■
要
す
る
と
〓
に
，
■

大
印
章
ほ
々
長
の
鷲
Ｔ
と
に
て
た
ｔ
崩
ラ
て
斬
内
を
以
て
府
定
の
波
贅
”
″
守
≡

王
介
す

寄
二
　
各
ケ
弁
大
早
弱
打
■
写
士
々
佐
に
取
資
を
室
密
す
る
と
ぞ
ほ
と
の
定
，
ュ
内

多孝
晶
ｔ把
襲
時
に

曇ヨ腿;を
よ。告

g,単卑写多r,4年 fl ・
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解

一
　

所
質
舟
臣
大
容
院
，
堂
及
各
矛
■
大
卑
■
楽
生
に
し
て
既
修
の
事
料
を
■
に

研
質
す
る
、
の
Ｓ
ａ
め
に
た
と
霊
く
頓
夫
空
院
摯
生
に
あ
う
す
し
て
研
打
生
た
，

た
こ
ど
ｒ
顧
聞
る
者
は
分
科
大
学
の
何
合
に
は
，
弁
可
す

密

≡
　

研
究
生
は
お
費
え
白
費
０
〓
□
ｔ
Ｆ

毎
一一一　
お
，
研
更
堂
肛
隼
別
察
酌
ｔ
要
す
る
Ｓ
任
言
―
区
笈
書
を
ヽ
死
ｉ
る
０
ク
に

確
り
済
寵
を
り
露
古
控
て
各
分
景
★
諄
長
之
苦
金
し
定
規
の
手
Ｉ
及
０
貧
研
究
つ

窮
田
　
結
費
研
卑
堂
荘
各
革
〓

一
田
月
盆
お
五
配

（
一
百
月
末
線
の
第
故
Ｅ
臣
敗
ほ

躍
じ
自
罰
せ
ズ
て
，
す
）
以
内
を
受
け
〓
■
の
角
め
４
０
科
に
既
書
完
よ
る
所
０

な
，
お
安
く
る
こ
ｔ
章
得
但
曖
養
■
を
出
Ｌ
る
と
要
す

毎
王
　
白
密
所
質
隻
ほ
他
の
厚
生
せ

一
々
の
々
祭
報
士
綺
い
実
也
隼
脩
再
究
の
費
用

を
自
舞
せ
↓
と
阻
必
要
ｔ
露
を
と
≡
臣
（市
議
宮
の
段
と
控
て
）童
費
実
車
其
他
の

費
用
の
全
部
”
‘
庄

≡
部
を
始
真
す
る
こ
と
ぁ
る

ス
ラ

軍
六
　
研
究
の
対
取
離

≡
口
年
以
上
二
雷
キ
文
内
と
ｆ
ａ
大
革
腕
母
室
に
取
り
こ
規

質
七
　
研
究
堂
に
し
て
品
行
不
Ｘ
３
舛
係
こ
な
く
は
褒
粛
章
と
の
■
う
成
室
の
目
的

と
ｔ
ｔ
の
ば
体
嘉
含
め
轟
≡
●
て
之
≡
除
拓
ヤ
ス
も

阿
へ
　

研
究
南
親
に
ぼ
し
こ
椰
中
の
層
産
左
研
究
せ
し
■
Ｈ
に
既
■
納
支
ｒ
作
”
を

ぼ
住
領
の
な
四
に
段
↓
琢
政
霞

ユ
２
に
を
見
を
と
竹
じ
で
な
岳
大
窪
喪
に
出
す
Ａ

毎
九
　
分
科
大
峯
長
は
共
を
尊
中
の
昭
遷
次
を
え
に
既
■
攻
要
の
意
見
母
を
増
足
Ｂ

り
と
鷲
る
と
言
臣
之
と
口
現
し
て
研
究
室
に
要
付
こ
靖
口
夫
専
電
農
に
チ
辞
剰
セ

中
報
丁
本
↓

軍
十
　

既
質
〓
は
据
置
木
章
撃
せ
す
両
じ
て
脅
密
を
に
宅
ｆ
せ
ん
と
歓
千
る
も
Ｏ
Ｌ

本
軍
の
”
合
に
佐
り
を
空
肝
可
す
本
ラ

再
十

一
　

入
事
の
舞
を
規
巽
Ｓ
の
金
顔
栞
■
の
ｒ
規
則
中
に
所
筑
生
の
，
め
に
民
古

と
ヽ
の
３
外
Ｈ
Ｅ
科
室
と
同
じ
ぐ
を
ｔ
母
や
す

〈
ｔ
Ｓ
の
と
す

▲０
學
士
柄
呼
　
特
菌
大
事
に
よ
て
圧
分
常
大
３
■
趣
積
景
え
卒
差
産
を
０
簡
寄

十

一
イ
の
す
べ
女
の
一
環
音
Ｅ
カ
トレ
た
，

″
十
■
　
各
分
科
大
軍
率
禁
生
は
其
事
争
に
露
ひ
法
尊
と
日
写
士

（車
皐
付
■
語

生
は
霊
字
と
）
工
峯
士
女
卑
士
コ
幕
士
ど
博
す
る
と
登
，
テ
東
京
大
事
進
営
写
士

え
元
工
部
大
容
枚
卒
奈
生
（工
事
士
ｒ
あ
，
ヽ
お
も
の
ツの
日
来
実
多
修
せ
る
こ
喪

に
空
ふ
者
は
哺
目
去
昏
散
詢
員
０
再
可
士
電
ｒ
日
０
と
家
は
工
写
士
と
，
す
る
と

整

三
華

控

縫

難

講

律

一 り
擬

鉾

電
百
せ
，
慨
に
近
自
栞

チ
所
に
し
て
開
”
水
工
≡
骨
つ
た
る
際
Ｂ
れ
圧
下
師
質
へ
，１１

河
市
内
の
お
―――
】
本

一
帰
社

レ
‘
稼
雪
ケ
，
い
，
■
今

搭
川
に
引
を
ヽ
電
枕
を
８
く

れ
は
電
―１１
■
川
の
高
川
ぼ
干

均
九
合
の
出
水
に
し
て
巴
川
上
京
に
位
す
る
版
木
打
近

留
う
拘
〓
圧
躍
外
の
遷
■
霞
さ
れ

正
を
栂
め
岩
岸
の
家
と
、

日
四
、堰

を
、

ぼ
】
守
“

を
多

じ
紀
て
比
閑
川
の
下
読
に
位
す
る
下
生
ナ
、白

お
、

上
空
キ
．

庄
更

新
渡
手
の
話

■
は
田
町
十
中
の
八
九
分
離
京
本
ラ
塩

舞
任
白
る
村
に
な
て

一
密
所
、

部
な
お
把
内

に
於
て

一
研
所

崩
塚

レ
ネ
対
Ｌ
勿
絡
■
地
調
汚
、ほ

本
、家

川
、通

ｍ
、甲

玄
海
、

野
末
、

野
五
年
の
諦
村
■
を
に
■
営
て
英
密
≡
ヌ
ふ
る
と
夕
↓
実
小
山
材
簡
ほ
の
養
分
音
流

火
じ

一
時
其
授
遊
士
掲
て
，
探
“
ど
も
幸
に
保
登
の
記
失
入
者
の
死
侍
ゃ
）
光
貢
ロ

＝
又
赤
斥
＝
ほ
え
合
の
出
本
に
し
て
来
慰
害
の
と
ラ
で
臣
内
堅

―
宮
、墓

下
野
一伸
力

新
田
、

石
加
Ｊ
田

西
驚
原
０
の
前
■
，
り
影
務
村
■
家
喧
の
浸
水
を
■
ヽ
る
石
再
幸

に
四
気
炉
に
お
そ
て
れ
ご
６
田
研
臣
，
げ
ぐ
超

水
せ
う
ユ
福
聞
町
、

甲
け
，
”安
、

本

麻
、中

様

７
吉
、座

紹
、部

定
年
の
吾
付
臣
来
回
田
≡
オ
よ
う
五
■
組
り
の
花
行
に
↓

ぐ
理
対
は
内
射
■
に
於
て

一
お
所

は
扇
↓
共
代
健
狩
室
楽
人
章
手
単
材
と
↓
小
命
川

ワ
川
ば
何
川
茉
ん
，
九
合
の
出
本
に
レ
て
〓
生
可
、

れ
析
付

地
方
の
回
田
夕
少
☆
章

を
班
よ
る
、
欧
て
栞
↓
ぞ
特
う
ヽ
さ
閣

お、
十
字
川
日
川
つ
弱
川
ほ
几
う
八
合
体
の
出

本
に
し
て
前
半
円
、

高

市
の
再
お
ぬ
歩
滑
単
多
少
田
田
に
千
あ
も
‘
其
の
と
し

々
に

す
ら
す
妊
督
加
ほ
他
の
落
”
に
比
じ
て
出
本

少
あ
て
玲
ｔ
七
台
洋
に
れ
や
子
故
に
“

書
ヽ
赤
費
々
と
，
永
研
加
ほ
近
≡

科
ふ
吾
＝
水
に
し
て
殊
に
上
汽
滑
岸
の
ｈ
科
元
と

葛
低
ヽ

レ
８
が
掛
め
統
泣

協
兵
↓
揚
は
ヽ
地
方
提
お
通
統
橋
梁
の
磁
域
煎
る
多
↑
庵

て
日
い
の
孜
本
少
な
か
ら
す
千
塩
仲
方
の
申
お
近
”
訴
そ
に
■
け
り
下
航

溶
，
て
三

て
ば
加
守
本
■
年
レ
て
抗
本
柳
勧
セ
下
る
ｔ
叫
欧
の
添
■
と
に
頭
け
曜
外
に
ヨ
る
ェ

ｉ
ナ
≡
て
Ｓ
に
飛
章
あ
サ
○
再
応
ほ
唇
下
の
前
川

１■
■

月
三
十
三
日
暮
ほ
朽
の
た
め

や
ホ
よ
う
母
片
九
七
尺
■
り

一
女
後
に
ス

（
り
高
↓
‘
を
内
兵
筈
≡
芝
卜
る
者
湾
再

読
揮
“
卓
共

じ
ｔ
，
，
シ
字
夕
雨
”
中
人
家
に
■
〓
ヽ
減
水
，
る
モ
ｇ
百
十
戸
、

夕
町

尋
舛
の
並
失
人
ｇ
力
、冠

本
せ
る
国
も
い
日
先
十
町
歩
、同

期
七
十
五
町
歩
に
し
て
臼

畑
の
，
て
減
遊
ヤ
レ
も
の
田
工
町
五
各
方
、
同

期
九
町
〓
段
歩
，
ヮ
英
他
キ
コ
ロ
知

の
穴
本
及
式
指
幡
実
の
は
盟
字
聯
チ
ら
■
も
来
だ
共
官
僚
の
政
≡
辞
に
せ
す
Ｏ
確
ネ

再
下
は
入
様
苗
技
南
妙
ぐ
活
川
水
酒
〔
簿
快
に
を
閲

〈
属
た
り
し
に
去

月
二
十
二
日

〓
り
時
目
あ
り
且
欧

み
庄
障
り
月

こ
＋
工
日
に
室
け

一
膚
の
を

再
こ
と
り
ヽ
四
川
白

”
雄
加
栄
ヽ
川
０
田
式
加
湧
も
不
水
―
，

一
生
盛
と
燈
レ
キ
紅

小
―モ‐
之
に
準
し
て
出

本
す
汚
川
低
対
の
回
畑
寓
尋
本
レ
ｋ
み
ヽ
争
面

軍
け
れ
ド
材
軒
４

レ
か
，
ギ
受

二
十

六
，
午
後
王
時
間
査
て
承
ひ
Ｓ
に
■
四
の
的
ヽ
摘
求
を
了
す
る
に
王
れ
，
Ｏ
千
求
基

官
下
刊
祇
江
戸
面
”
離
〓
月
こ
十
三
臣
碁
風
所
の
た
め
詞
本

泰
震
じ
エ
カ
川
成
４
水

■
，

≡
え
ヽ
す
緋
、

利
終
川
は
同

一
女
体
の
テ
に
て
，
軽
防

の
破
損
セ
る
も
の
四
十

四
田
析
、吐

長
ヽ
〓
百
十
Ｗ
、，

川
村
津
九
十

≡
萌
市
の
内
地
室
の
な
？
口
畑
，
抑
千

三
西
Λ
町
工
使
カ
ー■

一
い
逮
水
洵
ｔ
い
れ
，
日
Ｔ
Ａ
水
ｆ
れ
ｔ
も
武
本
不
田
０
所
Ｈ

搭
作
に
章
音
破
ふ
り
た
る
も
の
及
摘
供
に
登
安
ふ
る
Ｓ
の
少
と
い
う

さ
を

〈
じ

（
以
上
本
年
七
月
入
Ｅ
官
ヽ
）

吾震

含【

０
大
坂
如
悟
二
■
雷
れ
鬱
〉
製
草
年
均
直
　
沖
月
湾
工
少
織
出
す

る
型
茶
女
大
統
大
坂
茶
養
人
の
手
を
窪
て
印
戸
の
外
囲
商
ム
に

買
込
む
こ
と
な
る
が
を
月
中
府
下
の
茶
商
人
が
販
う
引
し
た
る

本
年
前
茶
牢
均
の
成
段
Ｙ
問
ヽ
に
山
組
統
二
等
品
百
斥
三
十
田

中
年
二
十
四
田
下
年
十
七
田
五
十
館
、

近
江
協
上
寄
百
汗
二
十

八
田
中
等
二
十
三
ｍ
下
年
二
十
回
、

大
和
物
土
等
二
十
三
田
五

十
観
中
等
十
八
田
五
十
貸
下
年
十
四
田
五
十
懲
、

鏡
後
物
上
等

十
三
ｍ
五
十
銭
中
等
十
田
五
十
饉
下
年
八
田
五
十
日
、

河
内
物

上
等
二
十
三
田
五
十
銭
中
学
十
八
田
五
ヤ
銭
下
奪
十
四
田
五
十

餞
、

加
賓
物
二
等
十

一
四
五
十
銭
中
年
十
九
□
下
筆
十
五
回
五

十
鰹

紀
州
防
上
字
十
六
田
五
十
露
申
年
十

一
町
二
十
鶴
下
寧

九
回
五
十
銭
、

士
佐
物
上
年
十
六
田
五
十
館
中
学
十
一
回
二
十

鋭
、

下
筆
え
阻
五
十
頻
な
う
０
洋
服
店
の
増
加
　
大
坂
府
下
に

よ
昨
毎
十
二
月
■
費
で
女
市
中
及
び
援
近
の
部
村
を
合
し
て
洋

服
奇
乗
者
幽
う
に
八
十
万
跡
う
な
少
し
が
な
年
奉
墓
上
大
坂

ヘ

御
立
話
，
あ
う
し
以
末
男
女
と
４
洋
服
を
着
用
す
る
者
漸
く
滑

加
け
衛
つ
て
同
業
者
女
何
れ
も
整
昌
を
極
，
て
本
年
上
守
期
間

市
中
の
み
ヽ
そ
百
十
戸
能
の
同
業
者
を
増
加
し
た
う
去
が
共
聴

二
虫
内
凱
よ
人
よ
う
静
国
人
の
方
幾
分
及
安
榎
に
て
Ｚ
入
れ
得

あ
た
み
〓
ら
す
仕
立
上
げ
て
の
駆
数
に
も
開
係
す
る
こ
母
ホ
か

ち
き
る
よ
し
ヽ
て
中
等
以
上
の
洋
順
店
食
肘
団
人
六
七
を
宛
、

死
込
ど
居
れ
う
斯
ろ
事
の
次
第
４
る
が
枝
よ
今
度
岡
糞
仲
間
規

約
五
十
八
衛
徳
を
設
け
て
宝
原
締
と
を
定
し
る
こ
と
ヽ
ま
み
う

漁
〇
鮎
岳
兵
の
領
習
　
大
友
筑
軍
に
て
攻
本
年
九
月
を
以
て
務

州
三
木
地
方
に
師
□
願
杖
の
大
演
密
を
容
す
害
在
０
し
が
何
分

師
圏
爾
召
女
多
分
入
費
を
要
れ
て
迎
も
定
題
の
観
習
安
工
て
虫

た
ら
き
る
が
故
に
之
を
見
合
成
せ
景
筋
へ
票
密
し
て
夏
に
違
成

旗
圏
献
脅
を
行
ム
こ
と
に
玉
極
め
た
少
０
第
二
高
年
中
軽
線
の

断
地
　
大
坂
束
匡
大
手
前
“
ろ
第
三
高
年
中
勢
法
政
京
都
府
愛

宕
邪
言
田
村
に
移
い
す
る
ス
と
に
な
う
し
よ
う
過
世
水
坂
魚
騒

成
両
校
廷
物
井
に
地
所
年
Ｙ
五
お
田
に
て
買
上
な
し
が
有

へ
ｎ

第
七
披
殴
本
部
井
ふ
司
令
官
の
官
宅
を
新
案
す
る
内
定
に
し
て

都
合
３
因
う
て
状
少
佐
以
上
の
海
技
官
宅
も
建
築
■
ち
線
定
歩

う
と
云
ム
Ｏ
汽
犯
の
成
損
　
夫
夕
府
下
川
口
よ
う
九
州
地
方
に

往
在
す
る
汽
加
位
信
え
は
去
ろ
一
口
川
口
を
覆
じ
周
ニ
ロ
滅
鴫

に
寄
超
●
同
日
午
後
阿
控
を
数
館
し
て
皆
嶋
沖
合
に
掛
る
析
相

ス
す
‥
Ａ
本
イ
ブ
根
よ
破
裂
し
て
火
夫
二
名
貫
樹
●
焔
中

一
面

状
年
ち
揚
気
を
以
て
抗
活
じ
さ
，
乗
客

一
同
閉
草
猥
狙
音
女
ん

方
う
く
該
猪
長
以
下
粛
勇
非
常
の
河
施
を
分
し
つ
ヽ
あ
う
け
際

宛
今
も
よ
し
商
紹
會
荘
の
無
選
え
ヶ
朽
槻
よ
う
婦
航
の
お
次
之

れ
を
見
認
め
乱
ち
に
乗
を
Ｙ
ホ
研
に
移
二
該
抑
は
肢
幌
泌
に
真

を
入
れ
た
る
Ｙ
以
て
乗
客

一
同
状
無
難
な
か
し
と
を
Ｏ
府
下
川

口
居
留
地
に
あ
る
米
開
人

一
回
は
な
日
局
立
の
配
々
口
な
う
と

て
各
西
乗
Ｙ
休
み
各
戸
に
園
故
を
坊
ル
一
同
五
番
職
に
集
９
じ

て
配
宴
を
開
魯
さ
う

０
野
州
佐
野
の
近
況
　
生
素
市
場
　
往
米
女
織
舶
市
地
の
こ
と

う
と
が
今
般
北
嗣
、丘

一腐
、横

瀬
等
講
氏
Ｘ
壺
力
に
て
生
怒
市
場

を
開
萩
し
毎
月
は
、

九
の
日
Ｙ
市
日
と
ま
唯
口
開
市
式
を
執
行

し
た
め
去
る

一ヒ
ロ
の
日
米
直
女
生
縮
上
一
回
に
付
三
十
三
匁
、

中
三
十
五
奴
ユ
う
五
分
追
附
黄
土
三
升
五
今
ュ
ウ
四
升
も
、
中

四
升
王
合
、自

上
三
井
五
合
よ
う
七
八
合
、お

合
せ
三
升
八
心
よ

う
四
升
五
合
、

夏
子
五
升
よ
少
六
升
位
な
う
Ｏ
緑
物
市
　
右
女

容
月
下
旬
よ
う
出
荷
、

米
客
共
に
超
帳
じ
昨
自
の
出
荷
高
拓
状

乃
ん
と
営
初
の
五
分

一
な
う
寮
取
も
甑
ろ
縁
く
阿
渡
縮
類
状
幾

分
か
下
向
と
な
う
Ｏ
裂
市
　
紙
新
折
ま
で
成
二
七
の
穀
市
と
て

臣
分
盛
ん
４
！
じ
が
今
は
有
名
無
賞
に
し
て
街
上
次
扮
ち
チ
出

荷
本
客
共
に
見
受
ろ
た
と
稲
れ
な
ろ
右
擁
み
う
Ｏ
下
野
織
効
會

祗
　
同
宙
碓
に
て
成
此
程
よ
う
林
生
の
納
官
を
開
設
し
て
題
定

す
る
所
あ
う
け
が
湯
本
、

興
辞
等
の
話
氏
ど
不
日
本
解
に
具
中

し
て
詔
可
を
乞
ネ
善
衣
う
Ｏ
ど
抗
議
生
　
佐
野
よ
う
れ
を

や
里

程
隠
少
さ
ろ
足
利
誌
也
問
及
技
非
の
中
に
年
歌
の
導
益
校
生
し

て
大
王
を
害
す
る
こ
彩
し
く
共
形
冷
堪
に
似
て
大
き
冷
一
寸
程

色
虫
お
く
形
九
く
し
て
人
を
避
け
水
を
流
き
て
迎
‘
水
人
も
て

梁
減
す
る
と
常
き
れ
ば
ｔ
て
昨
今
監
斬
り
対
え
女
大
勢
洋
が
う

集
ひ
て

一
々
戦
殺
し
据
と
，
ま
る
二
日
渉
山
本
噺
知
事
斉
あ
安

盗
立
利
再
断
長
ヽ
ふ
整
震
畜
課
長
ｎ
出
理
機
罵
せ
サ
　
　
　
ャ

０
山
形
通
信

（七
日
一言
醇
　
染
原
Ｗ
形
尊
知
事
よ
通
曰
碁
東
密

田
川
飽
鴻
の
三
郡
を
巡
回
●
鵠
岡
あ
て
電
薄
圭
換
卒
子
に
両
し

踊
避
有
名
″
る
極
容
霊
頓
氏
を
訪
け
渡
宕
へ
虫
土
地
の
有
志
者

を
招
盗
し
て
躍
治
の
方
針
軽
校
の
抵
総
士
撲
捜
重
Ｘ
方
法
答
を

備
し
夫

ス
鶴
開
士
毎
の
人
望
を
輝
し
た
ヶ
叉
程
百
村
山
最
上
の

二
部
を
も
巡
廻
じ
票
宮
載
員
寮
商
寮
農
奪
に
ヽ
朝
じ
く
採
攻
上

の
利
害
を
開
示
せ
主
と
云
ム
Ｏ
山
形
解
下
私
立
館
遮
Ｗ
株
雰
凛

約

Ａ
寄
訂

へ
の
配
宙
頼
ヽ
高
三
日
前
悉
曽
調
査
費
の
上
夫
々
へ

其
株
蝦
を
通
知
し
上
京
曇
員
比
野
鞭
衣
郎
氏
成
今
三
日
は
形
ヤ

出
機
ｒ
て
上
京
せ
う
佐
藤
里
治
氏
も
百
三
日
の
後
上
京
の
争
‘

う
Ｏ
北
畠
道
配
師
ハ
一
昨

一
日
を
皆
地
に
溜
な
し
三
回
程
法
播

宮
Ｙ
師
魯
し
が
傷
欧
破
準
に
よ
三
個
の
賃
行
す
可
ら
さ
る
原
因

わ
る
と
を
悟
う
た
れ
ば
政
革
云
々
■
噺
然
思
ひ
止
費
，
て
八
皐

振
赳
の
方
便
を
派
る
と
う
い
ヽ
る
癌
意
の
演
説
を
、
お
去
さ
ろ

由
又
今
よ
う
と
臨
錬
者
の
需
助
を
得
て
事
務
所
を
東
京
に
新
磁

し
た
界
獨
断
を
ぽ
茅
述
す
る
積
ｏ
ふ
う
ｔ
猶
同
前
な
螺
下
北
村

部
楯
師
へ
赴
ど
た
る
が
順
次
館
岡
酒
口
を
鯉
て
秋
田
Д
赴
く
篠

定
な
う
と
朝
け
Ｆ
Ｏ
山
形
襲
宮
に
斉
此
慶
統
兌
す
る
山
形
新
率

成
去
月
■
九
日
共
筋
よ
う
騒
刃
文
義
を
町
周
ら
れ
た
れ
て
暑
椋

文
字
等
未
だ
４
備
せ
き
る
所
あ
Ｆ
ｔ
て
舞
十
五
日
頃
よ
う
駿
免

す
る
都
合
光
も
右
川
事
を
寮
ね
同
義
脅
の
市
議
員
戸
特
溜
之
助

氏
女
此
程
工
涼
去
た
ち
Ｏ
軒
下
の
目
現
貫
各
訂
共
に
昨
年
よ
う

も
上
作
ａ
て
最
早
殆
ん
ピ
痕
贈
も
終
少
た
れ
と
多
く
い
ま
ざ
型

器
に
注
着
手
せ
さ
ろ
由
松
る
あ
営
年
女
製
熱
器
相
各
那
に
流
行

え
路
た
マ
笙
撫
を
把
つ
の
有
擦
な
れ
ば
定
め
て
内
団
川
地
韻
ま

不
足
な
ち
た
と
の
想
像
ユ
政
で
し
と
か
末
群
地
方
に
於
て
女
未

ざ
今
年
の
製
縮
に
も
着
手
せ
き
る
に
富
絲
の
相
覇
少
々
冗
強
貴

の
色
わ
う
と
云
ム

０
二
百
翡
の
就
宴
　
京
都
上
京
伍
第
二
紅
所
行
町
の
軍
対
前
な

衛
円
企
ハ
十
三
年
）は
織
物
商
を
督
む
も
の
あ
る
が
今
回
二
葛
田

の
貯
査
を

一
歯
月
閉
に
避
ひ
桑
し
て
孔
晏
夕
開
文
た
少
て
い
ム

祐
し
を
踏
く
み
此
満
右
密
門
と
い
Ａ
Ａ
元
下
京
の
六
抜
翔
野
門

前
町
に
住
と
て
う
印
早
く
よ
ヶ
起
３
て
市
中
に
落
故
う
た
ろ
草

履
を
お
ム
ラ
業
と
し
非
八
小
宗
い
て
生
立
し
著
ふ
る
が
元
詣
元

年
七
月
十
九
既
膚
都
に
兵
火
を
う
て
洛
中
ら
残
轟

一
方
な
ら
ざ

う
し
梼
に
お
右
宙
門
は
戦
死
者
の
死
樋
を
頑
岸
■
る
事
を
請
負

ひ

一
日
に
兌
五
十
高
駐
を
露
け
差
Ｙ
資
本
と
し
て
共
翌
日
に
近

在
所
々
に
て
草
履
を
買
茶
う
し
が

一
こ
二
十
五
文
つ
も
の
が
校

に
七
十
五
衣
に
臓
宝
向
夫
よ
う
丹
波
に
往
合
て
材
木
Ｙ
買
集
た

乱
ち
に
保
津
川
よ
う
嵯
践
に
出
し
た
る
よ
忽
ち
に
し
て
買
霊
し

六
百
七
十
二
面
の
齢
顧
を
生
せ
し
か
ぼ
慰
進
せ
て
此
級
を
外
さ

す
三
河
に
到
う
て
寛
を
購
”
て
京
都
に
廼
虫
せ
し
に
亦
も
義
情

の
利
森
を
得
て
千
三
百
九
十
七
荷
齢
と
な
う
共
後
域
諸
語
邸
に

出
入
し
て
蝦
幻
を
高
ひ
通
々
ヽ
資
本
を
積
み
て
今
状
二
千
六
百

除
雨
と
な
う
し
を
以
て
明
脂
二
年
の
十
尼
噴
ｋ
肘
器
漆
揺
銅
器

を
仕
込
み
て
横
液
に
持
行
，
こ
千
二
百
餞
雨
の
利
間
を
得
て
夏

に
生
素
商
・哲
孫
た
明
治
十
年
に
女

一
再
六
千
田
の
身
代
ｔ
あ
う

共
後
穀
物
案
を
始
め
と
が
損
盆
季
均
ｔ
て
肌
ほ
著
し
と
犠
け
も

ひ
く
打
過
ざ
し
が
本
年
に
ヨ
う
誌
含
註
の
秩
分
弘
ｆ
し
此
際
に

脅
Ｉ
ぐ
貢
買
●
て
現
在
金
二
百
間
ｔ
な
う
し
か
ぼ
内

一
千
田
を

歴
人
七
人
に
分
ち
て
果

へ
≡
千
田
政
薄
奇
者

へ
の
救
助
と
去

一

千
閲
を
大
容
派
本
頭
寺
再
途
費
に
毎
門
法
二
千
田
を
無
山
招
裏

均
の
保
存
投
の
内

へ
納
め
五
千
ロ
ヤ
通
防
翌
中

へ
駅
数
王
千
ロ

を
実
男
和
三
郎

（
避
ル
盟
る
五
千
囲
を
市
中
道
鱗
修
解
費
の
内

へ
守
刑
す
る
事
に
決
し
た
ろ
を
容
鍛
臣
翁
が
之
を
町
■
満
右
衛

阿
ェ
三
高
森
の
盤
を
開
し
さ
す
高
鮨
て
岡
八
戊
去
る
三
十
日
に

熊
新
前
に
尊
履
お
ひ
を
せ
と
時
に
住
居
↓
え

，
長
家
に
移
印
ム

受
節
の
身
委
を
ふ
し
て
知
こ
の
人
々
Ｙ
集
め
て
工
葛
２
の
を
私

密
な
し
流
宴
Ｙ
瞬
を
た
拘

，
と
本
年
七
月
三
日
の
朝

日
新
的
ｉｔ
見

え
た
う
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